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ナ

を

め

ぐ

る

中

ソ

対

立

イ

ン

ド

シ

は
じ
め
に

ヴェ
ト

ナ

ム

戦

後

の

イ

ン

ド

シ

ナ

情

勢は

、

カ

ン

ボ

ジ

ア
と
南ヴェ
ト

ナ

ム

の

解放後

の

内
政
的帰
結

の

方
向に

お

い
ても

、

そ

の

国際

関係

に

か

ん
しても

、

今日
な

お

、

きわ
め
て
流

動的で

あ
る
よ

う

に
思わ

れ
る

。

一
方

、

ヴェ
ト

ナ

ム

戦

後

の

ア

ジ

ア

の

国際環

境

の

な

か

には

、

中ソ

対

立

い
や
む
し

ろ中ソ抗
争

の

波
紋と
陰
影

が
ま

す

ま

す
錯
綜
し
た

か

た

ちで
投ぜ
ら

れ

つ
つ

あ
る

と
い

えよ

う
。

そ

れ

だ
けに

、

中ソ両

国にとっ
て

、

そ

の

対
外政

策
上
きわ
めて
重

要

な
位
置

を
占め
て
き
た

イ

ン

ド
シ

ナ

を

め
ぐっ
ては

、

中ソ双
方

の

新

た

な

角

逐

の

場
面

が
当
然

の

こ
と
と
して
予
想
さ

れ
る

で

あ
ろ

う

が

、

反
面

、

ま

さ

にこ
こ
十
数
年

来

、

中ソ

の

論
争や

対

立

に

直面しつ
つ

自

己

の

課
題

を
遂
行
しな
け

れ

ばな
ら

な

か

っ
た

イ

ン

ド
シ

ナ

の

解放諸
勢力

、

と
くに
そ

の

中核と
して

の

ヴェ
ト

ナ

ム
労
働
党は

、

こ

れ
ま

で

、

中ソ

対

立

に

か

ん
しては
きわ
め
て
自

覚
的

か

つ
慎

重に

対
処
して
き
たの

で

あ
っ

た

。

問
題

が
み
ず

か

らに
及んで
禍とな

る

こ
と

な
きょ

う

、

あ
る

種

の

防
波
堤

を

自

己

の

周辺

に
構
築
して
き
た

と
いっ
ても

よ

、

-4 

,,. 

後
の
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境

に

か

ん
す
る
学
術
調
査
の
た
め
去
る
九
月
上
中
勾

に東南
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
問
中

に執筆

し

た
も
の
で

あ

り 、

し

た
が
っ

て 、

右
学
術
調
査
計
画
の
成
果
の一
部
を
反
映

し

た
も
の
で

あ

る。

ア
ジ
ア
の
新
し
い
冷
戦
の
な
か
で

イ ソ ド シ ナ

を

め ぐ る 中ソ対立

中ソ

対

立

の

現
段
階
的な
性
格は

、

一
九
六
九
年

か

ら
七
三
年
頃

ま

で
の

中ソ

国

境

を
挟む

対
時的な

軍事緊
張に

か

わっ
て

、

国際政
治
全
般に

か
か

わ

る

グ

（1） 

ロ
lパ

ル
な

対

立

へ
と
そ

れが
転じて
い

る

と
こ

ろ
に
求め
ら

れ
よ

う
。

中
国に

お

い
て

、

一
九七
三
年八
月

の

中
国

共

産
党十
全
大
会
で
目

立

っ
た

スロ
！

ガ
ソ

が
「

戦

争に
備

え

、

災
害に
備

え

、

人

民

の
た

め
に」で

あ
っ

たの

に
た

い
し

、

去

る

七

五

年一
月

の

第
四
期全

国人

民
代

表
大
会第

一

回
会議では

、

対
ソ

関係

に

か

ん
して
より具

体
的

か

つ
政
治

戦

略

的に

、

も

つ
ば
ら
「
声
東
撃西」
（〈ソ

連

は〉
東
に
声
を

あげ

て

商
を
撃
つ）
へ
の

警

戒

と
「
覇
権
主
義」
反

対
が

唱

え
ら

れ

た

こ
とも

、

中ソ

対

立

の

現
段
階
的な
性
格

の

反映で

あ
る

と
い

えよ

シ吋ノ

。
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こ

う

して

、

中ソ

対

立

は

、

今日
の

ア

ジ

ア

の

国際

関係

の

あ
ら
ゆ

る

領

域

、

あ
ら
ゆ

る

場
面に
影

を

お

と
し

、

激

しい

中ソ抗
争と
なっ
て

角

逐
して

お

り

、

ま

さ

に

新

しい
冷

戦

H

中ソ冷

戦

と
して

の

様
相

を
呈
しつ
つ

あ
る

。

そ

の

状
況

が
い

か

に
織
烈なも
の

で

あ
る
か

につ
い
ては

、

七

五

年
初
頭
以
来

の

日

中平和

（2） 

友
好
条約
交
渉に

お

け

る

、

い
わ
ゆ

る

「
覇
権」
問
題

を

め
ぐっ
て

の

中ソ

の

対

日
外交
攻
勢

を
想い
起こ
すだ
けで
十
分で

あ
ろ

う
。

さ

らに
今日

、

東
南ア

ジ

ア
諸

国に
た

い
す

る
中ソ

の

浸
透
合

戦

は
著
しく

ボ
ル

テ
ー

ジ

を
高めつ
つ

あ
り

、

た

と

え
ば

対中
国交樹

立

に
よって一

種

の

中
国好感

情

に
沸く
タ
イで
の

ソ

連

の

浸
透工
作は

、

バ

ン

コ
ク
やチェ

ン

マ
イ

を中
心
に
きわ
め
て
活
発にな
っ
て

中：

2嶺；

君雄お

嶋：

ぃ

。

そ

れ

だ
けに

、

今日
の

きび
しい

中ソ

関係

が

、

そ

の

よ

う

な
防
波
堤

を
突

き
崩
して
イ

ン

ド

シ

ナ情

勢

を

さ

らに
複
雑に
流

動化
さ

せ

る

もの

か

ど

う

か

、

と
くにハ
ノ
イ
と

中ソ両

国と

の

関係

は
ど

の

よ

う

な
方
向

を

た

ど

る

もの

な

の

か

、

ヴェ
ト

ナ

ム
労
働
党は
そ

の

非
毛
沢
東
主
義
的
体
質

か

ら
して
み
ず

か

ら

の

主
体
性に

お

い
て

中ソ双
方へ
の

等
距
離

を
崩
し

、

モ
ス
ク

ワ

と

の

連

携

を
当
面

強
化
して
ゆ
く

の

では
な
い

か

、

等々
の

注
目
すべ
き
刺激

的な
諸
問
題

が
そこ

には

あ
る

。

だ

が

、

以上

の

よ

う

な
諸
問
題

を現
時
点で
論
ず

る

には
状
況は

あ
ま

りにも

流

動的

か

つ

現
在
進
行
形で

あ
り

す
ぎ

、

反
面

、

問
題

を
確
定
的に
断じ

う

る

だ

け
十
分な一
次
資料は

あ
ろ

う

は
ずも

な
い

。

し

か

しな

が
ら

、

問
題

の

重

要

性に

鑑み

、

多
く

の

状
況
証
拠や
二
次
的
資料

を
た
ど
りな

が
らも

、

と
きには
仮
説

や
推
測

を
交

え
て
ぜ
ひ
とも

早

急

に
検討
すべ
き
課
題で

あ
る

こ
と
は
疑い
な
く

、

こ
こ
に
編
集
部

の

求め
に
応じて
さ
さ

や

か

な
試
論

を
展
開
す

る

つも

りで

あ
る

。

＊
本
稿
は
、

昭
和
五
0
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費に
よ
る
「
国
際
環
境

に関

す
る
基
礎
的
研
究」
の
海
外
学
術
調
査
計
画
に
基
づ
い

て

、

イ

γ
ド
シ
ナ
戦

（3） 
い

る

。

こ

の

よ

う

な

中ソ双
方

の

宣

伝

・
浸
透工
作

の

激

し
さ

か

ら
しても

、
今

日
の

中ソ

対

立

は

ま

さ

に

中ソ冷

戦

と
い

え

る

の

で

あ
る

。

こ
う
し
た

状
況

の

な

か

で

、

南
太
平
洋

の

一
隅に

現
在
生
起
して
い

る

ポ
ル
ト

ガ
ル
植

民

地

チ
モl
ル

（4）

 

の

内
乱に

ま

で

、

中ソ

対

立

の

影

が
色
濃く
及
んで
い

る

と
い

う

見
方も

あ
り

う

る

こ
と
につ
い
ては

、

ま

だ

あ
ま

り
知
ら

れ

て
い
な
い

。

そ

れ

ほ
ど

ま

で
に

中ソ

の

角

逐は激

しい

が

、

こ

う

し
た

な

か

で
ソ

連

は

、

イ

ン

ド
シ

ナ戦

後

の

ア

ジ

ア
に
た

い
し

、

い
わ
ゆ

る

ア

ジ

ア
集
団
安
保
構
想

を

再

提

示
し

、

ソ
速

が
ア

ジ

ア
集
団
安
保

の

基
本
的

要

素と
して
重
視
して
い

る

ソ
印
平

和
友
好
協
力
条
約
締
結
四

周

年に
際
しては

、

「
最
近

の

緊
張
緩
和

の

強

ま

り

、

全

欧
安
保

・
協
力
会議

の

輝

か

しい
成
功

お

よび
ヴヱ
ト

ナ

ム

、

カ

ン

ボ

ジ

ア

、

ラ
オ

ス

の

各

国人

民
に
よ

る

帝

国主義
制
圧と
い

う

事
態

か

ら

、

い

ま

やこ

う

し
た

安

（
5
）
 

保
体
制

の

創
設に
好

ま

しい
条
件

が
生

まれ

て
い

る

」
と
強
調
しは
じ
め
て
い

る

。

も

と
より

、

こ

の

よ

う

な
ソ

連

の

ア

ジ

ア
集
団
安
保
構
想に
た

い
し

、

中
国
は
こ

の

と
こ

ろ
連

日
の

よ

う

に
激
しい
反
駁と
非
難

を
く
り

かえ
して

お

り

、

そ

の

論

（6） 

調は

、

任
谷
平
署
名
論
文「
前
門

の

狼

を
拒み

、

後
門

の

虎

を
防ご

う

」
に
代

表

さ

れ
る
よ

う

に

、

米
帝と
い

う

前
門

の

狼

を
しり
ぞ
け
た

あ
と
に

、

ソ
修
社
会帝

国主義と
い

う

後
門

の

虎

が
進
入
して
く

る

危
険

を
力
説
す

る

と
こ

ろ
に

あ
る

。

ア

ジ

ア
集
団
安
保に

か

ん
しても

、

同
じ
論理
に
よって

ソ

連

の

ア

ジ

ア
に

お

け

る

「
覇
権」
実

現
べ
の

野
心

を

激

しく
非
難
し

、

「
東
南ア

ジ

ア
各

国
は

、

アメ

リ
カ
に
とっ
て

か

わっ
て
東
南ア

ジ

アで
覇
権

を
打ち
た

て
よ

う

と
企
図
す

る

社
会帝

国主義

の

陰
謀

を

は
や
くに
見ぬ
き

、

彼らは
高
度

の

警

戒

心

を
保
持

して

、

H
前
門

の

狼

を
拒んで

、

後
門

の

虎

が
入っ
て
く

る

μ
と
い

う

い

か

な

（
7
）
 

る

事
態

の

発
生

を

も

防
止
し
よ

う

と
決心
して
い

る

」
と
述べ
て
い

る

。

中
国

の

こ

の

よ

う

な
論
調は

ま

ず

ま

ずト
l

ン
を
高
めつ
つ

あ
り

、

抗日

戦

争
勝
利
記
念

インドシナをめぐる中ソ対立　『国際問題』10月-1975.10.01
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（
8
）
 

の
『
人

民
日

報

』

社
説
「

抗日

戦

争
勝
利一二
O

周

年

を
暗記
念
す

る

」でも
、

その

対
象は

日
本では
な
く

て

、
ソ

連

の
ア
ジ
ア・
太
平
洋

地

域に
た

いす

る

「

略

奪 、

浸透 、
支配」

を
攻一
墜
す

るこ
と

が
大
きな
目
標になっ

て

い

る

ので

あ
る

。

そ
し

て

、た

ん
に

こ
の
よ

う

な言
論
合

戦

や

中ソ双
方の
浸
透
工
作の
みな
ら

ず 、た

と

え
ば去

る

八
月

中旬のバ

ン

グ
ラ
デ
シ

ュ
・ク
ー

デ

タ

ー

に

か

ん
し

て

は
、

ラ
lマ

ン

政
権
当
時 、
バ

ン

グ
ラ
デ
シ

ュ

が
強く

要

請
し

て

いな

が
ら
実

現

しな
かっ
た

中
国との

国交正
常化

が

、
逆に

中
国

か

らの
ア

l

メ
ド

新

政
権へ

の
申
し入

れ

で
早

急

に
実

現
し

て

中
国の

対
ソ・

対
印
攻
勢

が

新

た

に
開
始
さ

れ

つ
つ

あ
る
よ

う

に 、
ア
ジ
ア
の

国際政
治へ
の

中ソ

対

立

の
影
響は

ま

す

ま

す
大

き

く

な
りつ

つ

あ
る

といっ

て

よい 。

では
一
体 、

こ
の
よ

う

に激

し
い
中ソの
角
逐は

、
イ

ン

ド
シ

ナ

半
島に
た

い

し

て

い

か

な

る

波
紋

を
投
ず

る

ので

あ
ろ

う

か

。

去

る

六
月の
ガ

ン

ジ
ー

政
権
危
機
に
際
す

る

イ

ン

ドの
非
常
事
態
宣
言につ
い

て

、
ソ

連が
ガ

ン

ジ
ー

支
持の
論
評

を
行な
い、

中
国
が

激

しくガ

ン

ジ
ー

政
権

を
非
難
し
た

の
に
た

いし、
北ベ
ト

ナ

ム
が
同じ
くガ

ン

ジ
ー

支
持の
論
評

を
行

（
9
）
 

なっ
た

こ
とは
、

イ

ン

ド
シ

ナ戦

後の

国際政
治の
な

か

で

表
面
化
し
た

一
つ
の

イ

ン

ディ

ケ

ー
シ

ョ

ン

で

あ
っ

た

。

いず

れ

に
せ
よ 、

右の
よ

う

な
ア
ジ
ア
の

新

し
い冷

戦
が
イソ
ド

シ

ナ

半
島に

は
及ばな
い
とは
いい

が

た

く 、

こ
の
点で

、
「反
チュ
l 、

反ロ

ン

・
ノ
ル 、

反
米の

戦

争は
終わっ
た

が

、

こ
の

地

域

を
舞
台と
す

る
中ソの
競
争は
当
面
終

（
m
）
 

わ
り

そ

う

も

な
い」
ので

あ
る

。

こ

う

し

て

ハ
ノ
イ

を

め
ぐ

る

モス
ク

ワ

と
北
京

の
「
覇
権」
争
い

を
予
想
す

るこ
とは
一
般
的にも

可
能だ

が

、
その

まえ
に

こ

こ
では

、
イ

ン

ド

シ

ナ

革
命の
性
格

を
あ

る

程
度掘り

さ

げて

お

く
必

要

が
あ
る

よ

う

に
思わ
れる 。

... 

� 

イ
ン
ド
シ
ナ
革
命
の
性
格
と
H
ハ

ノ
イ
化M

イ ンドシナをめぐ る 中 Y 対 立

ヴェ
ト

ナ

ム

戦

争の
劇
的な
終
結に
い
た

る
ま

で
、

こ
の

戦

争の
基
本
的
性
格

は
一
般に

民
族

解放

戦

争だ
と
恩
わ

れ

て

き
た

。
し
た

が
っ

て

、

民
族

統

一

戦

線

政
府と
し

て

の
P
R
G

（

南
ヴ

ェ

ト
ナ
ム
共
和
臨
時
革
命
政
府）
へ
の
共
感も

、

ヴェ
ト

ナ

ム

戦

争

を民
族

解放の
た

めの
た
た

か

いと
みな
す
認
識

を
その
源
泉

に
し

て

い
た

と
いっ
て
よい。も

と
より 、

ヴェ
ト

ナ

ム

戦

争

が民
族

解放

戦

争

と
し

て

の
側
面

を
内
在
し

て

い
た

こ
とは
い

う

ま

でも

な
い

が

、
し

か

し、
サ
イ

ゴ

ン

陥
落
以降、
ヴェ
ト

ナ

ム

戦

争は
基
本
的に
「

解放Lで

あ
る
よりは

「
革

命」で

あ
っ

た

こ
と

が

、た

ち

ま

ち
明
ら

か

になっ

て

き
た

。

同
時に 、

こ
の

戦

争の
すべ

て

を
指
導
し

て

き
た

中核的な
存在

こ
そヴェ
ト

ナ

ム
労
働
党で

あ
っ

た

こ
と

が
明
白
にな
り 、

こ

う

して
ヴェ
ト

ナ

ム

戦

争の
本
質
的
性
格

が
露呈
さ

れ

た

ので

あ
る

。
サ
イゴ

ン

陥
落以
後 、
P
R
G
と

民
族

解放

戦

線

（

N

F
L）

の

中心勢力だ
とい
わ

れ

て

き
た

南ヴェ
ト

ナ

ム
人

民革命党

（

一
九六二
年創

設）は
ヴ

ェ

ト

ナ

ム
労
働
党の
南
部組

織
に

再

編
さ

れ

、

解放記
念
大
集
会
では

PR
G
や

N

F
Lの
最
高指
導
者
た

ちで
さ

え
労
働
党
幹
部の
下
位に
位
置
す

る

な
ど 、

あ
ら
ゆ

る

点で
ヴェ
ト

ナ

ム
労
働
党の
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ

プが
明
ら

か

にな

っ
た

ので

あ
っ

た

。

そ
し

て

、

こ
の

こ
と

を

ヴ

ェ

ト

ナ

ム
労
働
党はも
は
や
隠
そ

う

とは
せ
ず 、は
や
くも

寧と
党の組

織

は
南
北ヴ

ェ

ト

ナ

ム
を
通じ

て

一
元化

（
1
）
 

し

て

い

るこ
と

を対
外的にも

明
ら

か

に
し、

ま

た

民
族

解放

戦

線
の
機

関

紙

『ジ

ャ
イフ
ォ

ン
（

解
放）

』

の
社
説
「

新

し
い時
代 、

新

し
い任
務」も

「ラ

ン

ソ

ン
か

ら
カマ
ウ

ま

で
（
北
ヴ

ェ

ト
ナ
ム
の
最
北
端

か

ら
南
ヴ

ェ

ト
ナ
ム
の
最
南

端
ま
で
｜｜引

用
者）

を
永
遠に一
つ
の
ずェ
ト

ナ

ム国家に
す

るこ
と

が

で
き

（
2
）
 

た

」
と
述べ
て
い
る

。
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（1）
こ
の
点
に
つ
い
て
の
論
統
と
私
自
身
の
体
験
的
な
実
感
に
つ
い
て

は 、

拙
稿
「モ

ス

ク
ワ・
ウ ラ

ンパ
l
ト

ル・北
京」
『
中
央
公
論』
一
九
七
五

年三
月
号 、
参
照 。

（2）
い

わ

ゆ
る
「
親
権」
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く
は 、

拙
稿
「『
覇
権』
の

政
治
力
学」
『
自
由』
一
九
七
五
年
七
月
号 、
参
照 。

（3）
タ
イ
に
お
け
る
ソ
速
の
進出、
浸
透
に
つ
い
て

は 、一
九
七
五
年
七
月

二
四
日
の
北
京
放
送
が
七
月
二
二
日
の
「
タ
イ
人
民の
声」
放
送
（タ
イ
共

産
党の
機
関
放
送）
を
伝
え
る

か

た
ち
で
詳
細
に
報
道
し
て
こ
れ
を
批
判
し

て
い
た
が（『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
七
月
二
五
日） 、
こ
の
点
に

か

ん
し

て

は 、
私
自
身
の
現
地
で
の
事
情
聴
取
に
よ っ

て
も 、
ほ
ぼ
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た 。

（4）
チ
モ
ー

ルの
内
乱
に
ι叫
ん
し 、
即
時
独
立
を
要
求
す
る
急
進
派
の
東
チ

モ
ー

ル独
立
革
命
戦
線
（
F
R
E
T
－
L
I
N）

は 、
親
中
国
の
毛色一
東
主

義
者
が
中
核
で

あ

る
の
に
た
い
し 、
漸
進
的
独
立
を
唱
え
る
チ
モ
ー

ル民
主

連
合
（
U
D
T）

は 、
親
ソ
的
な
ポ

ルトガ

ル共
産
党の
支
援
を
受
け
て
い

て 、
チ
モ
ー

ル内
乱
に
も
中
ソ
対
立
の
影
が

あ

る
と
い
う

見
方
が

あ

る。
こ

白
の
見
方
は 、

現
時
点
で

は

や
や

う
が
ち
す
ぎ
で

あ

る

か

も
し
れ
な
い
が 、
情

勢
の
展
開
次
第
で

は 、こ
の
内
乱
が 、
中
ソ
抗
争
の
代
理
戦
に
な
る
可
能
性

を
否
定
す
る
こ
と

はで
き
な
い
だ
ろ
う 。

（
5
）

コ
司
白
回
h
p
由
回
国
司
可
2，
hy
】
由
叶
印
「・

（6）
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
七
月
二
九
日 。

（7）
新
華
社
記
者
述
評
「
魚
目
混
珠
居
心
険
悪
tll評

蘇
修
向
東
南
蛮
推

鈴
H

霊
安
体
系
ι 、
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
七
月
三
O
目 。

（8）
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
九
月一一一
目 。

（9）
『タ
ア

ン
ド
イ・
ニ
ャ

ン
ザ
ン』
一
九
七
五
年
六
月
二
七
日 、
ハ
ノ
イ

六
月二
七
日
発・
V
N
A
H

共
同
電

。

（

叩）
田町〈a
gonr
3p
吋。目M15間同
Z
ooヨ5c
、H，
ZO『ア
可ミ
同2ha

実芯
問円。
き
苦
吟
勾
き
な
さ岨
日印
〉甘
口一唱
】
由、可印・

こ

う

し

て

、
「サ
イゴ

ン

解放は
『

北に
よ

る

征
服

』

では
な
く

て

、
労
働
党

（
3
）
 

に
よ

る

権
力
掌
鐙の

総
仕
上
げで

あ
っ

た」
と
同
時に 、
南ベ
ト

ナ

ム

は
政
治
的

にも

思
想
的にも

急

速に
Hハ

ノ
イ
化H
さ

れ

つ
つ

あ
り 、

こ
こ

に
イ

ン

ド
シ

ナ

革
命の
重

要

な一
段
階

が
完
成
し
た

ので

あ
っ

た

。
いわ
ば 、
ア
ジ
ア
の
三
O
年

戦

争と
いわ

れ

た

ヴ
ヰ
ト

ナ

ム

戦

争の
過
程は

、
ヴェ
ト

ナ

ム
革
命の
歴
史
的
過

程で

あ
り 、

その
最
終
段
階に

お

い

て

は
、

すべ

て

の
点で
その
勝
利

が
約
束
さ

（
4
）
 

れ
る
よ

う

な
環

境

に

あ
っ

た

ので

あ
るが

、

こ
の
よ

う

な
革
命の

プ

ロ
セ
スは

、

ケェ
ト

ナ

ム
が
南
北に
分
断
さ

れ

て

い
た

経
緯

か

ら
し

て

も
、

ヴヱ
ト

ナ

ム
労
働

（
5
）
 

党の
二
段
階
革
命

戦

略

の
忠
実な
実

現
の
過
程だっ
た

ので

あ
る

。

因
み
に 、
ヴェ
ト

ナ

ム
労
働
党は

、
一
九六
O
年九
月の
第三
回
全

国代

表大

（
6
）
 

会決議の
な

か

で
、

「

現
段
階では

、
ヴェ
ト

ナ

ム
革
命は
二つ
の

戦

略

任
務

を

も

っ

て

い

る

。

すな
わ
ち 、
第一
に 、
北
部に

お

い

て

社
会主義
革
命

を
遂
行
し、

第二
に ‘
南
部

を
米
帝と
その
従
僕の
支
配

か

ら

解放し

て

民
族

統

一

を
達
成

し、
全

国
で
独

立

と
自

由

を
実

現
す

るこ
とで

あ
る

」
と
述べ

て

い

る

。

こ
の
よ

う

な

戦

略

目
標

が
あ
る
か

ぎり 、N

F
L
や
PR
Gは

、
ヴ

ェ

ト

ナ

ム
労
働
党

が

二
段
階
革
命の

戦

略

上の
必

要
か

ら組

織
し
た

過
渡
的な
政
治組

織
に
す
ぎな
い

〈7）

ので

あ
り 、
さ

らに 、
南
北の

統

一

を
当面は

急が
ず 、
門
北
部に

お

け

る

社
会

主
義
建
設と
南
部に

お

け

る

人

民
民
族

民
主
革
命

を
完
成
さ

せ」
（レ・
ジュ
ア

ン
第一
書
記の
ヴ

ェ

ト
ナ
ム
労
働
総
同
盟
第
三
回
大
会
で
の
演
説）た

の
ち
に
初

め

て

南
北は

統

一
す

れ

ば
よいので

あ
っ

て

、
南
北

を
分

か

た

ずヴェ
ト

ナ

ム
労

働
党の一
元
的
指
導は
貫
徹
す

るが

、
行
政は
当
面 、
南
北
両
政
府

が
行な
い、

し
た

が
っ

て

、

国

連

にも

そ

れ
ぞ

れが
議
席

を
確
保
し
よ

う

と
す

る

ので

あ
る

。

さ

て

、

こ
の
よ

う

にハ
ノ
イ
主
導
下の
ヴz
ト

ナ

%
革
命の
達成と
い

う

視
座

で
事
態

を
見

る

と
き 、
そ

こ
か
らは
次の

よ

う

な
四つ
の
問
題

が
引
き
出
さ

れ

る
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で
あ
ろ
う 。

ま
ず
第一
に
は 、
今
回
の
イ
ン
ド

シ
ナ
革
命
は 、
ま
さ
に
三
O
年
に
わ
た
る
革

命
戦
争
の
末
に
そ
の
第一
段
階
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら 、
そ
の
コ
ロ
ラ
リ

（
系）
と
し
て
は 、
今
回
の
事
態
が
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
し
な

い
地
域
に
即
座
に
連
動
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
点
で 、

今
回
の
事
態
は 、
ア
メ
リ
カ
の
戦
後
ア
ジ
ア
政
策
の
根
本
的
転
換
を
前
提
に
し
て

起
こ
っ

た
だ
け
に 、
そ
の
衝
撃
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ

た
と
は
い
え 、
イ
ン
ド

シ

ナ
半
島
の
次
は
朝
鮮
半
島
だ
と
い
う
よ
う
に
短
絡
す
る
見
方
は 、
地
域
研
究
的
な

視
角
を
欠
い
た一
種
の
セ
γ
セ
！

シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
だ
と
も
い
え
よ
う 。

第
二
の
問
題
は 、
南
ヴ
z
ト

ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
事
態
が 、
基
本
的
に

「
解
放」
で
あ
る
よ
り

は
「
革
命」
で
あ
る
以
上 、
民
族
統一
戦
線
的
な
基
盤
に

期
待
を
つ
な
い
で
い
た
階
層
は
急
激
に

n
失
望M
を
き
た
す
で
あ
ろ
う
し 、
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
の
「
革
命」
の
苛
殻
さ
が一
般
民
衆
と
の
あ
い
だ
に
断
絶
や
摩
擦
を

生
む
で
あ
ろ
う
こ
主
で
あ
る 。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
日
本
の
多
く
の
サ
イ
ゴ

γ
特
派
員
電
も
さ
ま
ざ
ま
の
事
実
を
伝
え
て
い
た
が 、
な
か
で
も 、
『
ル
・

モ
ン

ド』
紙
の
サ
イ
ゴ
ン
特
派
員
電
は
こ
の
問
題
を
鋭
く
え
ぐ
り 、
「
革
命
派
の
戦
列

に
は
加
わ
ら
な
か
っ

た
が 、
チ
ュ
l

政
権
打
倒
に
貢
献
し
た
政
治
家
た
ち
も 、
い

ま
や
新
体
制
が
彼
ら
の
協
力
を
必
要
主
し
て
い
な
い
こ
と
を 一
理
解
し
た」
状
況
を

（8） 

詳
し
く

伝
え
て
い
る 。

第
三
の
問
題
は 、
本
稿
の
テ
I

マ
と
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が 、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
に
お
け
る
共
産
党
（
労
働
党）
の
指
導
権
と
そ
の
中
ソ
両
共
産
党
に
た

い
す
る
独
立
性
の
問
題
で
あ
る 。
こ
の
点
に
つ
い
て
は 、
デニ
ス
・
J・
ダ
ン
カ

ン
ソ
γ
が
指
摘
す
る
よ
う
に 、
わ
れ
わ
れ
は
イ
ン
ド

シ
ナ
の
革
命
諸
勢
力
を
総
じ

て
「
イ
ン
ド

シ
ナ
共
産
党」
（
I
C
P）
と
み
な
すべ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
ず 、

.. 
イγ ドシナを めぐる中 ソ 対 立

な
か
っ

た
旨
を
示
唆
し 、
他
の
幹
部
も 、
「
人
民
戦
争
の
よ
く
知
ら
れ
た一
つ
の

形
と
し
て 、
『

農
村
か
ら
次
第
に
都
市
を
包
囲
し
て
行
く』
と
い
う

戦
術
が
あ
る 。

し
か
し 、
今
回
の
場
合 、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
手
段
を
と
ら
な
か
っ

た 。
い
き
な
り

（
日
）

中
心
を
た
た
く
戦
術
を
と
る
ほ
う

が
よ
い
と
判
断
し
た」
と
日
本
人
記
者
に
諮
っ

て
い
た 。
中
国
が 、
た
と
え
ば
毛
沢
東
の
反
米
・

反
帝
闘
争
声
明（一
九
七
O
年
五

（
M
）
 

月）
五
周
年
を
記
念
し
た
『

人
民
日
報』
社
説
「
歴
史
的
な
輝
か
し
い
文
献」
に

お
い
て 、
「
毛
沢
東
思
想」
の
正
し
さ
が
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
人
民
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ

た
こ
と
を
誇
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き 、
ハ
ノ
イ
の
指
導
者
が
あ
え
て
そ
れ
を

全
面
否
定
す
る
か
の
よ
う
に
言
動
を
か
く
さ
ず 、
実
際
に
も
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
は
北

ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
正
規
軍
に
よ
る
痛
撃
で
あ
り 、
「
毛
沢
東
型
革
命」
の
パ
タ
ー

ン

が
踏
襲
さ
れ
は
し
な
か
っ

た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い 。
し
か
も 、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
人

は
千
年
に
わ
た
っ
て
中
国
か
ら
n

侵
略H
さ
れ
た
と
い
う
意
識
を一
般
に
共
有
し

て
い
る
だ
け
に 、
一
九
七
二
年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
以
来 、
と
く
に
目
立
っ
て
き
た

ハ
ノ
イ
と

北
京
の
溝
は 、
当
面 、
埋
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う 。

一
九
七
三
年
の
パ
リ

協
定
以
来
の
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
は 、
あ
る
意
味
で
中
国
革
命
戦
争
に
お
け
る一
九

四
六
年
以
降
の
国
共
内
戦
に
比
較
し
う
る
歴
史
的
過
程
で
あ
ろ
う

が 、
一
九
四
九

年
の
中
国
革
命
の
勝
利
が
ス
タ
ー
リ
ン
と
ソ

連
共
産
党
に
と
っ
て 、
た
い
へ
ん
や

っ
か
い
な
問
題
の
発
生
で
あ
っ

た
よ
う
に 、
今
回
の
イ
ン
ド

シ
ナ
革
命
の
勝
利
は 、

毛
沢
東
と
中
国
共
産
党
に
と
っ
て 、
同
様
に
た
い
へ
ん
や
っ

か
い
な
事
態
で
は
な

か
ろ
う
か 。
「
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
で
の
共
産
側
の
勝
利
は 、
中
国
に
新
し
い
問
題

を
投
げ
か
け
て
い
る 。
そ
れ
は
ま
さ
に 、
一
九
四
九
年
に
中
国
で
共
産
党
が
勝
利

（
日
）

し
た
結
果 、
ス
タ
l
リ
γ
が
直
面
し
た
問
題
と
同
じ
も
の
だ」
（『
ザ・
タ
イ
ム
ス』

社
説
「
北
京
か
ら
見
た
東
南
ア
ジ
ア」）
と
い
う

見
方
が
い
ま
や
可
能
な
の
で
あ
り 、

そ
れ
だ
け
に
中
ソ

対
立
と
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
の
将
来
は
き
わ
め
て
複
雑
な
相
関
関
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「
い
ま
や
I
C
P
は 、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
か
つ
て
見
な
か
っ

た
最
強
の
軍
事
力

を
保
持
し
て
お
り 、

共
産
世
界
以
外
の
い
か
な
る
国
も
I
C
P
の
行
動
に
挑
戦
す

（
9
）
 

る
こ
と
は
で
き
な
い」
と
も
い
え
よ
う 。
こ
う
し
て 、
「
遠
か
ら
ず
イ
ン
ド

シ
ナ

三
国
は
合
同
し
て 、
小
型
ツ
速
の
よ
う
な
連
邦
国
家
に
な
る
公
算
が
大
き
い

｜｜

（
凶
）

そ
の
場
合 、
三
つ
の
国
で
構
成
さ
れ
る
が 、
党
は
も
ち
ろ
ん一
つ
で
あ
る」
と
い

う
展
望
も
存
在
し
う
る
の
で
あ
る 。
こ
の
見
方
は 、
イ
ン
ド

シ
ナ
諸
民
族
聞
の
民

族
的
個
性
や
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を 、
は
た
し
て
党
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が
包
み
こ
ん
で
し

ま
え
る
か
ど
う
か 、
た
と
え
ば
グ
且
ト

ナ
ム
人
と
グ
メ
l

ル
人
が
そ
の
よ
う
に一

体
化
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
点
を
残
す
が 、
し
か
し 、
ハ
ノ
イ
の
指
導
力

を
高
く
見
て
イ
シ
ド

シ
ナ
革
命
の
方
向
性
を
鋭
く
衝
い
て
い
る 。
少
な
く
と
も
社

会
主
義
の
北ベ
ト

ナ
ム
と
民
族
民
主
革
命
に
当
面
し
て
い
る
南ベ
ト

ナ
ム 、
カ
ン

ボ
ジ
ア 、
ラ
オ
ス
に
お
い
て
「
こ
の
二
段
階
革
命
に
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
共
産

（U） 

党
の
主
導
権
は
各
国
で
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
る」
の
で
あ
る 。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で 、
少
な
く
と
も
国
際
関
係
に
か
ん
し
て
は
イ
ン
ド

シ
ナ
革
命
諸
勢
力
い

わ
ば
I
C
P
の
勢
力
関
化
H
ブ
ロ
ッ

ク
化
へ
の
兆
候
も
す
で
に
ほ
の
見
え
て
お
り 、

ヴ
z
ト

ナ
ム
労
働
党
の
機
関
紙
『ニ
ャ

ン
ザ
ン』
が 、
「
東
南
ア
ジ
ア
人
民
の
東

南
ア
ジ
ア」
と

題
す
る
論
評
で 、
暗
に
中
ソ
両
国
を
排
し
た

H
東
南
ア
ジ
ア
共
同

（
ロ
）

市
場H
を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
の
な
か
に
も 、
そ
の
よ
う
な
傾
向
性
を
見
て
と
る

こ
と
が
で
き
よ
う 。

第
四
に
は 、
右
の
よ
う
な
相
対
的
独
立
性
を
示
し
つ
つ
あ
るー
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
労
働

党
が 、
と
く
に
中
国
の
影
響
か
ら
の
独
立
性
を
示
し
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る 。
こ
の
点
に
つ
い
て
は 、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
以
後 、
は
や
く
も
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
労

働
党
の
最
高
指
導
者
レ
・
ジ
ュ

ア
γ
第一
書
記
が
五
月一
五
日
の
ハ
ノ
イ
に
お
け

る
戦
勝
祝
賀
会
の
演
説
で
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
の
基
本
戦
略
は
中
国
革
命
方
式
で
は

係
を
も
ち
う
る
の
で
あ
る 。

（1）
グェ
ト

ナ
ム
民
主
共
和
国
対
外
文
化
連
絡
委
員
会
の
プ
l・
コ
ク・
ウ

イ

委
員
長
代
理
が 、一
九
七
五
年
六
月一
一
日

、

日
本
人
記
者
団
に
諮 っ

た
の
も 、

こ
の
よ
う
な
労
働
党の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に
つ
い
て
で

あ

っ
た 。
『
朝
日
新

聞』一
九
七
五
年
六
月一一一
日
付

、

ハ
ノ

イ

六
月一
一
日
発・
本
多
特
派
員
電 。

（
2）
c
st
、』。
F
F
N
N
』
己
uJ
H
U叶印・

（3）
井
川一
久
「
革
命
と

し

て
の

イ

ン
ド

シ
ナ
解
放」
『
朝
日

ジ

ャ
ー

ナ

ル』

一
九
七
五
年
七
月
四
日
号 。

（
4）

あ
ら
ゆ
る
点
で
解
放
（
革
命）

勢
力
の
側
に
有
利
な
環
境
が
存
在
し
た

と
い
う
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
の
「
非
対
称
性」
を
考
察
し
た
有
益
な
論
文
と
し

て
は 、
次の
よ
う
な
も
の
が
あ
る。
〉出
品目宅
冨ω円｝f
t弓
芝
田－m
Z白神HO
S

Fcmo
m
g＝
話再回一
同，yo
HVD一】C口曲
。『
〉
35521円
。。口出
5・
モ
ミ札

、。』伺NN
E－

yz
g
q
H甲山可印一
u
gz
a
』

ロ
Ed
g＝
S
F
吋
Z
。Dロ』戸。ω件
。間

同ロ仏
275P
MJFぬ
でで。え札
口
hHqLF
』ロロ命
邑寸印一
永
井
陽
之
助
「
政
治
的
資

源
と

し

て
の
時
間
｜1l

『ベ
ト

ナ
ム
戦
争』
再
考」
『
中
央
公
論』
一
九
七

五
年
七
月
号 。

（5）
ヴェ
ト

ナ
ム
労
働
党の
最
近
の
政
治
過
程
に
つ
い
て
詳

し

く
は 、
ω
2

0
5正
当・
吋
何一一52・
22HY
〈百円
EB
ωES
Ec－
hU3ミ
25
ミ

向。吉道
55遣－
一「Eql〉口間口凹同
】由、吋印・

（
6）

S
R
言
語
吋。
民俗｝よ
明，O
B一間口

『ロm
Em巾

PHrr田
空白四
国ozm
p
出
8
2・

］F申司印・

（7）
こ
の
点
に
つ
い
て

は 、
「
最
近
の

イ

ン
ド
シ
ナ
情
勢
に
つ
い
て」
『
調

査
月
報』
（
内
閣
官
房
内
閣
調
査
室）
一
九
七
五
年
八
月
号

、

参
照 。

（
8）

』
Bロ
号
F
の
5
2
50『
タ
〈
5
g
5

00
5
？
〉
自市
高
砂
ω
E問。
p
h内

hh。sk
p
Hm
1lH∞

』ZF
＝ぬ
f
H申叶印・

（9） ．
0
225
い「
ロロロ
Eロ
SF
。』戸
内む：

（ω）

」E．R－

（
日）
前
掲
「
最
近
の

イ

ン
ド

シ
ナ
情
勢
に
つ
い
て」 。

（ロ）
『
朝
日
新
聞』
一
九
七
五
年
六
月一
四
日
付 、
ハ
ノ

イ

六
月一一一
日
発・

A
F
P
H

時
事
電 。
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（
日
）

（
U
）
 

（
日）

前
掲 、
本
多
特
派
員
電 。

『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
五
月
二
O
日 。

吋Eaw

吋3R
F
U
H
ロ
ロ
タ
H
由
、吋
日・

ハ

ノ
イ
と
モ
ス
ク
ワ、

ハ

ノ
イ
と
北
京

こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
イ
ン
ド

シ
ナ
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
の
な
か

で 、
と
く
にハ
ノ
イ
と
モ
ス
ク
ワ 、
そ
し
て
北
京
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
は 、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
る 。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に 、
今
日
の
激
し
い
中
ソ
対
立
に
直
面
し 、
ハ
ノ
イ

は
き
わ
め
て
慎
重
に
中
ソ
両
国
に
対
処
し
つ
つ
あ
り 、

公
式
の
行
事
な
ど
で
は
依

然
と
し
て
中
ソ
へ
の
等
距
離
姿
勢
を
ノト

ず
し
て
は
い
な
い 。
だ
が 、
か
つ
て一
九

六
0
年
代
の
中
ソ
論
争
で
は 、
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
路
線
を
批
判
し
て
ソ
連
を
苛
立
さ

せ
たハ
ノ
イ
は 、
今
日
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
路
線
と
の
あ
い
だ
に
は
当
面
大
き
な
摩
擦

を
生
じ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
反
面 、
す
で
に
見
た
よ
う
に
中
国
と
の
あ
い
だ

の
H

す
き
ま
風u
は
烈
し
い
よ
う
に
息
わ
れ
る 。
こ
の
関
係
を
ソ
連
の
側
か
ら
見

る
と 、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
は 、
グ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
が
必
要
と
し
た
か
ぎ
り
の
ハ
ノ

イ
の
要
求
に
た
い
す
る
経
済・
軍
事
援
助
を
行
な
う
こ
と
に
お
い
て
中
国
を
し
の

ぎ 、
ハ
ノ
イ
と
の
関
係
の
強
化
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る 。

し
か
も 、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
の
最
終
段
階
に
お
い
て 、
す
で
に
見
た
よ
う
に
ハ
ノ

イ
は
毛
沢
東
型
の
人
民
戦
争
戦
略
を
あ
え
て
排
し
て
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
正
規
軍
に
よ

る
強
力
な
機
動
作
戦
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ

た 。
そ
の
う
え
地
対
空
ミ
サ
イ
ル 、

ロ
ケ
ッ
ト

砲 、
戦
車
そ
の
他
の
ソ
連
製
最
新
鋭
重
火
器
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
た

こ
と
は 、
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
へ
の
ソ
連
の
影
を
い
き
お
い
色
濃
く
し 、
「
政
権
は

銃
口
か
ら
生
ま
れ
る」
と
の
「
毛
沢
東
思
想」
を
唱
え
て
き
た
中
国
を 、
そ
れ
だ

け
に
切
歯
振
腕
せ
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
な
ソ
連
優
位
の
状
況
の

イ ン ドシナをめぐ る 中 ソ 対 立

社
会
主
義
国
の
支
援」
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ

立～ 。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で 、
ハ
ノ
イ
の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に
お
け
る
親
北
京
派

と
い
わ
れ 、
一
部
に
は 、
そ
れ
ゆ
え
の

H
軟
禁H
説
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
チ
ュ

オ
ン
・

チ
ン
国
会
常
任
委
員
会
議
長
（
党
政
治
局
委
員）
が
五
月一
九
日 、
久
々

に
登
場
し
て
「
社
会
主
義
陣
営
の
団
結
回
復」
を
訴
え
た
こ
と
は 、
大
い
に
注
目

に
値
す
る
が 、
し
か
し 、
右
に
み
た
よ
う
な一
連
の
事
態
の
継
続
が
北
京
の
指
導

者
を
し
て
ハ
ノ
イ
に
た
い
す
る
疑
念
を
生
じ
せ
し
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

推
測
は
十
分
に
可
能
で
あ
る 。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が 、
い
わ
ゆ
る
江
青
談
話
で
あ
ろ
う 。

す
で
に一
部
で

は
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に 、
去
る
三
月
中
旬 、
江
青
夫
人
（
中
国
共
産
党
中
央
政

治
局
委
員）
は
北
京
で
領
事
級
以
上
の
中
国
外
交
部
幹
部
を
ま
え
に
講
話
を
行
な

い 、
「
毛
主
席
は 、
：：：
『

帝
国
主
義
に
反
対
し
て
修
正
主
義
に
反
対
し
な
か
っ

た
ら 、
最
後
に
は
も
う一

度
革
命
が
必
要
と
な
ろ
う』
と
告
げ
て
い
る 。
こ
の
点

を
彼
ら
（
ヴ
ヱ
ト

ナ
ム
の
指
導
者

lla
引
用
者）
は
理
解
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
？

な
ん
と
も
い
え
な
い 。
み
ん
な
は
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
に
つ
い
て 、
ホ
l
・

チ・
ミ
ン
が

死
ん
だ
あ
と
の
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
は
ど
う
し
て
も
駄
目
だ
と
い
っ
て
い
た」
と
諮
っ

た

際
に 、
ま
た 、
「
主
席
（
毛
主
席

｜｜l
引
用
者）
は
イ
ン
ド

シ
ナ
の
形
勢
を
明
確
に

見
適
さ
れ
て
い
た 。
南
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
解
放
勢
力
の
勝
利
後
の
形
勢
も
は
っ
き
り
と

見
通
さ
れ
て
い
て 、
『
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
は
大
き
な
お
寺
に
住
職
四
人 、
絹
も
お
米
も

（3）

 

布
施
す
る
施
主』
と
い
っ
て
い
る」
と
述べ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た 。
そ
し
て 、

こ
の
「
大
き
な
お
寺
に
住
職
四
人 、
絹
も
お
米、
も
布
施
す
る
施
主」
と
は 、
「
ほ

と
ん
ど
の
寺
院
に
は
托
鉢
に
出
か
け
て
ゆ
く一

人
の
住
職
し
か
い
な
い 。
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
は
こ
の
よ
う
な
托
鉢
に
出
か
け
る
住
職
を
四
人
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り 、

そ
れ
は
そ
の
食
欲
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る 。
・
：：

そ
の
意
味
す
る
と
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な
か
で 、
サ
イ
ゴ
ン
港
に
は
五
月
中
骨
以
降
ソ
連
船
が
入
港
し
て
い
る
の
み
な
ら
ー

ず 、
は
や
く
も
五
月
六
日
に
は
ダ
ナ
ン
港
に
ソ
連
の
貨
物
船
が
入
港 、
五
月一
一一

日
に
は
ソ
連・
P
R
G
間
で
経
済
協
力
協
定
が
調
印
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
も
報
ぜ

ら
れ
て 、
ソ
連
の
影
はハ
ノ
イ
の
み
な
ら
ず 、
サ
イ
ゴ
ン
に
も
い
ち
は
や
く
し
の

び
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

す
で
に
見
た
よ
う

に 、
去
る
六
月
の
ガ
ン
ジ
ー

政
権
に
よ
る
イ
ン
ド

の
非
常
事

態
宣
言
に
た
い
し 、
中
ソ
が
正
反
対
の
評
価
を
打
ち
出
し
た
の
に
た
い
し 、
ハ
ノ

イ
が
こ
の
時
期
に
あ
え
て
明
白
に
ガ
ン
ジ
ー

政
権
支
持
を
表
明
し
て
ソ
連
に
同
調

し
た
こ
と
も
印
象
的
な
事
実
で
あ
っ

た 。
『
フ
ァ
l・

イ
ー

ス
タ
ン
・

エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク・
レ
ヴ
ュ
l』

誌
に
健
筆
を
ふ
る
う
レ

オ・
グ
ッ
ド
シ
ュ

タ
ッ
ト

は 、
中
国
が

ソ
連
に
先
ん
ず
る
か
の
よ
う
に 、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
以
降 、
「
完
全
に
無
償
で
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
再
建
に
不
可
欠
の
商
品
を
供
与
す
る
と
い
う 、
ま
た
別
の
援
助
協
定
を

結
ん
だ」
の
に 、
「
こ
の
気
前
の
良
さ
に
た
い
す
る
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
感
謝
と
し

て
出
て
き
た
も
の
は 、
中
国
政
府
が
東
欧
の
侵
略
に
た
い
す
る
と
り

で
と
し
て
称

讃
し
た
N
A
T
O
へ
の
長
々
と
し
た
非
難 、
中
国
政
府
が
イ
ン
ド

政
府
の
人
権
抑

圧
を
非
難
し
た
と
き 、
北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
労
働
党
機
関
紙『ニ

ャ
γ
ザ
ン』
に
お
い

て
イ
ン
デ
ィ

ラ・
ガ
ン
ジ
ー

首
相
と

非
常
事
態
宣
言
を
称
讃
す
る
と
い
う
こ
と
で

（
1
）
 

あ
っ

た」
と
述べ
て
い
る 。

もっ
と
も 、
ハ
ノ
イ
が
表
面
的
に
は
中
ソ
等
距
離
を
装
い
な
が
ら 、
こ
の
と
こ

ろ 、
北
京
の
神
経
を
逆
な
で
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
兆
候
は 、
す
で
に
サ
イ
ゴ
シ

陥
落
直
後
に
も
出
て
い
た
の
で
あ
る 。
た
と
え
ば 、
北
京
で
は
五
月
二
日
に
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
戦
勝
祝
賀
会
が
関
か
れ
た
が 、
そ
こ
に
出
席
し
た
チ
ャ

ン・
ビ
ン
南
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
臨
時
代
理
大
使
も 、
グ
ェ

ン
・

チ
ョ

γ
・
ピ
ン
北
ヴ
耳
ト

ナ
ム
大
使
も 、

グ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
勝
利へ
の
中
国
の
支
援
に
感
謝
す
る
と
き 、
必
ず
「
そ
の
他
の

こ
ろ
は 、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
人
は
な
ん
で
も
か
ん
で
も
関
係
な
く

手
に
入
る
も
の
を
受

け
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り 、

北
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
が
ソ
連
を
喜
ん
で
そ
の
保
護
者
と

（
4
）
 

し
て
振
る
舞
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
た
い
す
る
あ
て
こ
す
り

で
あ
る」
と
の
解
説
さ

え
あ
る
の
で
あ
る 。

こ
の
解
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば 、
ハ
、ノ
イ
と

北
京
の
あ
い
だ
の

H
す
き
ま
風H

は
か
な
り

強
烈
だ
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い 。
こ
の
点
で
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
大

な
関
心
を
呼
ぶ
の
は 、
昨
七
四
年一
月 、
中
国
と
当
時
の
南
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
と
の
あ

い
だ
の
軍
事
衝
突
に
ま
で
発
展
し
た
西
沙
群
島
の
領
土
紛
争
問
題
で
あ
ろ
う 。

南

シ
ナ
海
の一
群
の
珊
瑚
礁
群
島
の
領
有
権
問
題
が
急
激
に
グ
ロ
l

ズ
・

ア
ッ

プ
さ

れ
た
背
景
に
は 、
た
ん
に
こ
の
群
島
を
め
ぐ
る
海
底
油
田
の
可
能
性
の
み
な
ら
ず 、

（
5
）
 

こ
の
海
域
で
の
中
ソ
の
海
洋
覇
権
争
奪
の
問
題
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
だ
け
に 、

西
沙
群
島
問
題
は
ハ
ノ
イ
と

北
京
と
の
関
係
を
占
う
リ
ト

マ
ス
試
験
紙
に
も
な
ろ

う 。
と
こ
ろ
が
ハ
ノ
イ
は 、
サ
イ
ゴ
ン
陥
落
以
後 、
西
沙
群
島
の
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
側

（
6
）
 

の
占
領
地
域
に
急
逮
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
軍
を
派
遣
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り 、
こ
の
こ
と

は 、
中
国
側
に
と
っ
て 、
き
わ
め
て
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か 。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と 、
ハ
ノ
イ
と

北
京
の
あ
い
だ
に
は 、
も
は
や
重
大
な
亀

裂
が
生
じ
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る 。

（
1
）

h
g

のC
C
与
え

宍Y

〉四円
向

。
2
0HHぉ・

ω
F
EAw
g

o『

kr
官
官
5
F
8
3
0
p

同叶nq
h
gh
雪諸
問円。
言》若礼町
』4SEE－
HH
』己ア
Hm｝叶印・

（2
Y
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
五
月
三
日 。

（3）
「
毛
沢
東
夫
人
江
青
の
外
交
幹
部
（
領
事
級
以
上）
に
対
す
る
談
話」

（一
九
五
七
年
三
月
中
旬 、
北
京
市
内
香
山
招
待
所
に
お
い
て）
〈
タ
イ
プ

印
刷・
未
公
開
資
料
V 。

（
4）
「向。
。ccια
gιf
Chu－
3h：
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（5）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
細
稿
「
西
沙・
南
沙
群
島
紛
争の
国
際
的
背

景」
『世
界
週
報』
一
九
七
四
年二
月二
六
日
号 、
参
照 。

（6）
Fmo
の0DL印広
島唱
。hv・
2h：

四

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
中
ソ
の
関
係

次に
わ

れ

わ

れ

は
、

こ
こで
カン

ボ

ジ

ア
と

中ソ両

国
と
の

関係

に

つ

い

て

若

干

の

検討

を
試み
て
み
よ

う

。

去

る

九

月

九日、

五

年
半に
わ
た

っ
て
北
京に

H亡
命
政
権u

を
樹

立

し

て

い

た
シ
ア
ヌ
1

ク
殿
下

が

、

つ

いに

プ

ノ
ソペ
γへ
の

劇
的な
帰
還

を
遂
げ
た

。
こ

の
た

び

の
シ
ア
ヌ
l

p
殿
下帰

国
は

、
八

月

中旬

の

キ
ュ
I・

サ

ム
フ
ァ
γ
副

首

相を
代

表
と
す

る

カン

ボ

ジ

ア

民
族

統

一

戦

線・
王

国
民
族
団
結
政
府代

表
団

の

訪

中

お

よ
び
訪
朝

（

北
朝
鮮）
に
よっ

て

は
じ
め
て
実

現
し
た
もの

で

あ
り 、

中

国
・
カン

ボ

ジ

ア

の

団
結
強

化

を

う

た

っ
た共

同
声
明
や
経
済
協
力
協
定

を
そ

の

背
景に
して
い
た

だ
けに 、シ
ア
ヌ
l

ク
H

亡
命μ
の

こ

れ
ま

で
の

経
緯

か
ら

し

ても
、

カン

ボ

ジ

ア
と

中
国
と
の

結び

つ

き

の

強
さ

が
一
般には
印
象づ
け

られ

て
い

る

。
こ

れ

に
た

いして 、
ソ

連

は

周

知

の

よ

う

に 、
ロ
γ・
ノ
ル
政
権
崩
壊

直前

ま

で
同
政
権と
外交

関係
を
維
持
して
い
たの

で

あ
り 、
ソ

連が
カン

ボ

ジ

ア
に
た

いして
援
助

を
与

え

る

決
定

を
下
し、
コ
ス
イ
ギン

首

相が
モ
ス
ク

ワ

駐

在

の

カ
γ
ポ

ジ

ア
代
理
大
使と

会談す

る

な
ど

新

し
い政
府と
の

関係

の

強

化に

の

りだ
し
たの

は
、

よ

う

や
く去

る

四

月

中旬
以降

つま

り 、
四

月

一
七

日

の

プ

ノ
γ

ベ

ン

解放

の

直前になっ
て

か
ら

で

あ
っ

た

。
そ
して 、

中
国
は

、
こ

の

よ

（
1
）
 

う

な
ソ

連

の

姿

勢を

激

しく
非
難
し

つ

づ
け

て

い

る

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う

な
経
過

を
見

る

と
、

カン

ボ

ジ

ア
の

背
後には

中
国

の

影
響
力

が
き

わ
め

て

強
いことは
疑

え
な
い

が

、
事
態は
そ

う

単
純では
な
いよ

う

に
恩
わ

れ

‘l 

イ

ェ

ン・
サ

リ副

首

相が
入
閣
し
た

ことは
、

北
京

の

影
響
力

を

チェ
ッ

ク
す

る

た

め
だと
の

推
測
や 、
当
面は

、
北
京
派

が
力

を
得 、
自
力
更
生 、

軍

の

生

産参

加な
ど 、
毛
沢
東
型

の

政

策
が
遂
行
さ

れ

つ
つ
あ
る

だ
けに 、
ソ

連

派

の

イ

ェ

ン

・
サ
リ

副

首

相

は

外交
担
当

の

副

首

相

と
して

タ

ナ

上
げ
さ

れ

、
内
政には
ふ

れ

られ

な
くなっ

た

と
す

る

見
方

が
あ
る

。

ま

た

、
クメ

l
ル・
ル
ー

ジ

ュは
従
来 、

ハ
ノ
イ

の

影
響
下に

あ
っ

たの

だ

が

、
ハ
ノ
イと
北
京

の

亀
裂

が
深

まる

な

か

で

グ
メ
l

ル

民
族

の

伝

統

的な

対
ヴェ
ト

ナ

ム
警

戒

感

情か
ら

親

中
国色

を

打

ち
出

し
たの

で

あ
っ
て 、
クメ
lル・

ル
ー

ジ

ュは
最
近 、
ハ
ノ
イ

の

援
助

を
ほと
ん

ど
受けて
いな

か

っ
た

と
い

う

情

報

も

存在
す

るが

、も
と
よ
り

真

相

は
定

か

で

と、。
中ト旬
、しV

イソドジナをめぐ る 中ソ対立

そこで
カン

ボ

ジ

ア

解放後は
や
くも

北
京で
「カ
ン

ボ

ジ

アは
クメ
lル・

ル
ー

ジ

ュ
の

指
導
下に
あり 、
私は
権
力

を
追
求
しな
い」
旨の

発

言

を
し
た
シ

ア
ヌ
l

ク
殿
下
自
身の

対
外的

立

場
に

つ

いてで

あ
るが

、
こ

の

点に

つ

い

て

は
、

「
シ
ア
ヌ
I

グ
殿
下は

、

中
国
と
の

友
好

関係
を
保

つ

こと

が
クメ

iル

民
族

の

生
存にと
っ

て

基
本
的に
重

要

だと
予

言
し

て

い

るが

、
実
権

を
握

る

グ
メ
lル・
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法て：

と上 ？ 
政 会 議
、， LLX白云

け
下上 る

示政 を リ的 た て 主 国 ヴ
し治制力 ・ 。 も 張務エ
た に 訳 国 冷 こ ま に 省ト

。っし際静 う た も や 十
い 、 法 ・ し多 か 学ム

てこ雑鋭 た く か 者 に
定 の の 誌 利 論 の わ の 対
価 J,�紛』 に 争論 ら 合 す

本 ·＇（＞ か 集 を ·'f＞す法る
各 的 に ら 約 も を 、性米
ーな お 、し つ捲米と 国
王 問 け 主 た と き 国 疋 のδ 題る要 『 も 起 に 当介
円 を 法 論 ア 学 こ お 性入

提と文〆 問 し い の は

寺
沢一
編
訳

る

。
な
ぜな

ら

、去
る
四

月

一
七

日

の

プ

ノ
ン

ベ

ン
陥
落
以降、
約
半
年

の

猶
予

を

お

い

て

よ

う

や
く
シ
ア
ヌ
l

ク
殿
下

の

n
凱
旋H

が
実

現
し
た

と
い

う

変
則
的

な
事
態そ

の

もの

が

、
こ

の

間

の

複
雑な
経
緯

を
物
語っ

て

い

る

と
思わ

れ
る
か

ら

で

あ
る

。
い

う

ま

でも

な
く 、
カン

ボ

ジ

ア

新

政
権

の

担
い手で

あ
る

ク
メ
ー

ル・
ル
ー

ジ

ュ
の

指
導
者
層は

、
そ

の

多
く

が
か

つ

て

か
ら

シ
ア
ヌ
l

ク
王
制と

対

立

して
き
たの

で

あ
り 、
クメ
lル・

ル
ー

ジ

ュとシ
ア
ヌ
l

p
殿
下と
の

あ

いだ

の

溝は
一
般にも
さ
さ

や

かれ

て

き
た

と
こ

ろ

で

あ
る

。
そこで

、

表
面
に

あ

ら

わ

れ

た

か

ぎりで
の
シ
ア
ヌ
l

ク
殿
下帰

国

ま

で
の

経
緯

を

ふ
り

かえ
っ

て

み

る

と
、シ

ア
ヌ
l

ク
殿
下は

、
カン

ボ

ジ

ア
の

新

し
い

情勢

展
開

を

よ
そ
に 、

五

月

中旬
以来一一一ヵ

月

も

北
朝
鮮に
滞
在
す

る

と
い

う

異
例

の

状
況に

あ
っ

た

。

こ

の

よ

う

な
シ
ア
ヌ
lグ

殿
下に
た

いし 、
クメ

lル・
ル
ー

ジ

ュ
側は
七

月

一
八

日
に
シ
ア
ヌ
l

ク
殿
下へ
の

帰

国招請
状

を
手
渡
し
た

こと

が

伝

え

られ

た

（八

月
八
日
北
京
発・
時
事A
F
P
電） 。
八

月

一
O

日
には

、

プ

ノ
ン

ベ

ン
放
送

が

、

四

月
の

解放
以来 、
初めて
シ
ア
ヌ
I
グ
殿
下

の

訪
朝

ニ
ュ
ース

を

報

道
し
た

。

や

が

て

、
八

月

二
O日
にはキ
ュ
l・

サ

ム
フ
ァ
ン
副

首

相
ら
が
平
壌でシ
ア

ヌ
l
タ
殿
下と

会見し、
初め

て

殿
下

の

帰

国
が
原
則
的に
合
意
さ

れ

たの

で

あ

（
2
）
 

る

。
だ

が

、
こ
こで
注
目
すべ
きことは

、
同じ
八

月

中旬に 、
クメ

l
ル・
ル

ー

ジ

ュ
の
N
0
2と

いわ

れ
る

イェ
ン・
サ

リ副

首

相

府
特
別
顧
問と

、キ
ュ
1

・
サ

ム
フ
ァ
ン
副

首

相

と
並
ぶ
実
力
者ソ
ン・
セ
ン

解放

軍参謀

総
長

が
そ

れ
ぞ

れ
外交と

国防

を
担
当
す

る

副

首

相

に
任命
さ

れ

、

プ

ノ
ン

ベ

ン
政
府は

、シ
ア

ヌ
l

ク
殿
下

を
迎

え

る

に
当
た

っ

て

、
ク
メ
lル・

ル
ー

ジ

ュ
に
よ

る

体
制
強

化

を

は

か

つ

て

い

る

ことで

あ
る

。も

っとも
、

こ

の

よ

う

な
背
景には

、
北
京
派

の

キ
ュ
l・

サ

ム
フ
ァ
ン
副

首

相

と
ハ
ノ
イな
いしは
ソ

連

派

の

イェ
γ・
サ
リ

副

首

相

と
の

あ
いだ

の

対

立

が
あ
り 、シ

アヌ
l

ク
殿
下

を
迎

え

る

に
当
た

っ

て

ル
ー

ジ

ュ

が
ど

れ

だ
けこ

の

予

言
を

と
り

い

れ
る
か

も

同
時に
見
逃
すことは
で

（
3
）
 

きな
い」と
いっ
た

観
測も

あ
る

。た

し

か

に 、

か

つ

て 、シ
ア
ヌ
Iク

殿
下は

、

「カン

ボ

ジ

ア
に
た

いす

る
タ

イと
ヴェ
ト

ナ

ム

の

帝

国主義」

を

激

しく
批
判

し

て

き
たの

で

あ
り 、
「

タ

イと
ヴェ
ト

ナ

ム

の

領
土
的
野
心

か
ら

カン

ボ

ジ

ア（
4
）
 

を
守

る

には

中
国

の

カ

を
利
用
す

る

必

要

が
あ
る

」と
考

え

て

き
たの

で

あ
っ

た

。

こ

う

し
た
シ
ア
ヌ
l

ク
殿
下

の

個
性は

、
同
時に 、

か

つ

て
カン

ボ

ジ

ア
赤

化に

（
5
）
 

た

いす

る
中
国

の

影
響

を
排
除
しよ

う

と
し
た

彼

の

矛
盾
し
た

立

場と
とも

に 、

中
国

の

影
響に
た

いす

る

ソ

連

の

力

の

バラ

ン
ス

を
考

え

る

方
向へと
将
来

連

な

っ
て
ゆ
く

か

も

し

れ

な
い。

現
段
階に

お

いて 、
ク
メ
l

ル・
ル
ー

ジ

ュ

が

シ
ア

ヌ
l

ク
殿
下

の

帰

国

を
必

要

と
し
た

要

因と
しては

、

国内建
設・

民
族

統

一
の

シ

ン

ボ
ル
正
して

の

殿
下

の

威
信 、

対
外イメ

ー

ジ
の

高
揚な
ど

が
す
ぐに
挙
げ

られ

よ

う

が

、シ
ア
ヌ
l

ク
殿
下
自
身の

将
来

の

方
向
性

の

振
幅に
加

え

て

、
ク

メ
lル・

ル
ー

ジ

ュとシ
ア
ヌ
l

ク
殿
下と
の

関係

、
ダ
メ
l

ル

民
族と
ヴェ
ト

ナ

ム民
族主

の

関係

、
Fメ

lル・
ル
ー

ジ

ュ
内
部

の

党
内
闘
争

の

推
移な
ど 、

ま

だ

ま

だ
カン

ボ

ジ

ア

が
そ

の

リーダ
ー

シ

ッ

プを

め
ぐっ
て
揺

れ動
く
可
能
性

資軍i

五 束、’
L 一 間

！集題
あ声さるな は る時現核
る明れ 。 ど 、 。 代在兵

。な た 本 お 国 こ｜ に 苦手
ど 重審ぴ 際 の の 至が
を 要 は た 述問 国る出

選な 、だ合 に 際ご現
出条 こ し の 開軍Oし

定 J」約れ い 会 催縮余 た
価解 、ら数議き 問 年 一

説協 の に 、れ題 間九
＝し定会 の こ た 資｜四
三 た 、議Lf 国 軍 料ぃ五
三ミ も提で つ問縮集わ 年
） の 案 提て会 会 で ば か
円 で 、出 い 議言葉あ核ら

日本国際問題研究所
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く国際研究叢書〉
東
南
ア
ジ
ア

問
題
の
発
端

中
ソ
対
立
と
ア
ジ
ア
諸
国

H

入
江
啓
四
郎

監
修

山
本

登

編

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
は

、
政
治
的
に

ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
革
命
と
経
済
建
設
の
問
題
は

、

み
て一
変
し
た。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は、
そ
れ
ぞ
れ

国
際
共
産
主
義
運
動
の
重
要
な
側
面
の一
つ
と
な
っ

独
自
の
政
治
的
体
質
を
も
っ
て
独
立
し
た
も
の
で
あ

て
い
る 。
本
書
は

、
中
ソ
対
立
が
ア
ジ
ア
諸
国
の
直

り
、

そ
こ
に
東
南
ア
ジ
ア
国
際
社
会
の
形
成
と
発
展

、
面
す
る
か
か
る
諸
問
題
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
う
観
点

そ
の
相
互
関
係
と
全
般
的
な
対
外
関
係
と
い
う
点
で

か
ら

、
中
ソ
の
革
命
理
論

、
対
外
政
策
に
お
け
る
ア

ま
っ
た
く

新
し
い
局
面
に
当
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た

。
ジ
ア
諸
国
の
位
置 、
そ
れ
ら
諸
国
の
中
ソ
の
対
立
状

本
書
は

、
こ
の
切
実
な
課
題
に

、
総
合
的
な
分
析
を

況
に
対
す
る
反
応

、
経
済
援
助
を
め
f
る
諸
問
題
を

加
え
た
好
書
で
あ
る
。

タ
イ
プ
版・
七
O
O
円

論
述
す
る
。

A
豆
判・
上一
二
O
O
円
／
下一
回
O
O
円

は
大
き
い

。

こ

う

し
た

な

か

で

、

「カ

ン

ボ

ジ

ア
では
王
制

を
護
持
し
た

マ

ル

ク

ス
・レ
i

ニ

ン

主
義
者

が
『ク
メ

l
ル

共

和

国

』
を
倒
すと
い

う

一
見
奇
妙な
革

命

を

行
な

っ

た

。
し

か

し

、

こ
れ

は
彼

ら
が
王
制

を
支
持
し

、

守

る

た

め
にそ

う

（
6
）
 

し
たの

では
な
く

、

民
族
革
命

の

戦

略

的
必

要
か
ら

そ

う

し
た

にす
ぎな
い」

こ

と
だ
けは
事
実で

あ
る

だ
け

に

、

わ

れ

わ

れ

は
カ

ン

ボ

ジ

ア
の

将
来 に

、

よ

り

い

っ

そ

う

の

関心

を
寄せざ

るを
得な
い

の

で

あ
る

。

（1）
『
人
民
日
報』
社
論
「
歴
史
性
的
偉
大
勝
利
i｜｜熱

烈
鹿
賀
来
楠
察
愛

国
軍
民
解
放
金
辺」
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
四
月
二
五
日

、

参
照 。

（2）
こ
の
よ
う
な
ミ
ス

テ
リ

ア

ス

な

シア

ヌ
l
p
殿
下
の
動
き
に
つ
い
て

は
、

「
周
到
に
線

ら

れ
た
計
画
だ っ

た」
と

し

て
、

そ
の
理
由
は
、

「
多

く

の
観

測
筋
が
推
測

し

た
タ
メ
ー

ル・

ルー

ジ

ュ と

の
積
年
の
反
目
な

ど
で

はな

く

、

中
国
の
圧
力
で
檎
舞
台

を

退

く

こ
と
に
同
意

し

、

さ
ら
にカ

ンボ

ジ

ア

本
国

の
革
命
派
が
彼

を

呼
び
戻
せ
る
だ
け
の
組
織
図

め

を

終
え
る
ま
で

、

北
京
の

彼
に
つ
い
て
ま

わ

っ

た
失
言
の
誘
惑

を

絶
つ
こ
と
に
同
意

し

た
よ
う
だ」 と

い
う

見
方
が
存
在
す
る
（
開
仏
E
E一u

F7
2
5
H
Z
HU
コ
ロ
F

司
君

町
内見－

。イγドシナをめぐ る 中ソ対立

（2）

 

ス
ガラ

リ

l

の

応
酬

を
始め

る

ぞな
どと
い

う

の

は
い

さ
さ

か

単
純
す
ぎ

る

」 。

中
国
は

、

ハ
ノ

イ

と
の

溝

の

深

ま

り

を
従
来

か
ら

そ

の

兆
候

が
あ

っ

た

南

の

P

R
Gへ
の

接

近

に

よ

って

埋め
よ

う

と
す

る
か

も

し

れ
ず

、

そ

う

な

れ
ば

中
国
は

南
北ヴェ
ト

ナ

ム
の

早
期

統

一

を
必ず
しも

望

ま

な
い

か

も

し

れ

な
い。

いず

れ
にせ

よ

、

「

中
国
は

、

イ

ン

ド
シ

ナ

半
島

が

共

産化し

て

も

、

そ

れが

（
3
〉

バ

ル

カ

ン

型

の

小

国分

立

の

状
態

にな

るこ
と
に

国益

を
見
出
し

て

い

る

」
ょ

う

で

あ

り

、

こ

の

地域
に

た

いす

る

ソ
速

の

「
覇
権」

を

お

そ

れ
る
中
国
は
同
時

に

、

ソ

連

の

「
覇
権」

に
も

つ

な

が

り

か

ねな
い

こ

の

地域

で
の

ハ
ノ

イ

の

影
響
力

の

拡
大

を
望んで
いな
い

よ

う

に思わ

れ
る

。
ア

ジ

ア
諸

国
が

、

イ

ン

ド
シ

ナ戦

後

の

情勢

に

対
応
し
よ

う

と
し

て

nア
メ

リカ離

れ

μ
の

兆
候

を
示
そうと
し
た

（
4
）
 

と
き

、

中

国
は
「
いわ
ゆ

る

H
真
空μ
」

を

ソ

連が
埋め

るこ
と

を

お

そ

れ

て

、

ア
メ

リカ

の

軍事的

プ

レ
ゼ

ン
ス

の

現
状
維
持

を
む
し

ろ
求め

て

い

る

と
いう

現

実は

、

た

と

えば

、

中比

国交

、

中

タ

イ

国交時
に

も

中
国側は

こ
れ

ら

諸

国

か

ら

の

米

軍撤退

をあえ

て
要

求
しな

か

っ

た

こ
と
に

も

示
さ

れ

て
い

る

。

こ

の

よ

う

な

中
国

の

姿

勢

は

、

そ

の

革
命
的
外交
原
則

に照
し

て

一
種

のジ

レ

ン

マ
を
生

じ

つ
つ
あ
るが

、

こ

う

し
た
ジ

レ

ン

マ
を
克
服
す

る

た

め
にか

、

中
国
は
最

近

、

ア
ジ

ア
諸

国

の

革
命
諸

勢

力へ
ふ
た
た

び
声
援

を
送

り

は
じ
め

て

話
題

を
提
供
し

て
い

る

。
すな
わ
ち去

る

四月

二

九
日
に

マ

ラ
ヤ

共

産
党
創

立

四

五

周

年
記
念へ

祝
電

を
発

し

て

「

マ

ラ
ヤ

革
命
武
装闘
争

の

必
勝

を
確信
し

て

い

る

」と
述べ

、

次
いで

五

月

二

一

日には
ピ

ル
マ

共

産
党
指
導
者

の

「
英
雄
的な
犠
牲」
へ
の

弔

電

を
公

表し

、

さ

ら

に「

タ

イ

人

民

の

声」

、

フ
ィ

リピ
Y

新

人

民
箪

、

イ

ン

ド

ネ
シ
ア
共

産
党
な
ど

の

革
命
闘
争

を

ふ
た
た

び
鼓
吹
しは
じ
め
たの

で

あ
る

。

こ

れ

ら

一

連

の

事
実

が

、

対中
国交

を
樹

立

す

る

際
に

、

中
国

か
ら

内
政
不
干
渉

を

と
り

つ

け
た

つ

も

り

の

マ
レ
ー

シ
ア

、

フ
ィ
リピ

ン

、

タ

イ

を
刺激

し
た

こ
とは

35 

東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
政
治
所

山
本

達
郎

編
究

東
南
ア
ジ
ア
低
開
発
国
の
政
治
・

経
済
の
発
展、
は

、
日開

そ
れ
ら
諸
国
の
社
会
構
造
に
あ
ま
ね
く

浸
透
し
て
い

明

る
宗
教
思
想
へ
の
理
解な
く
し
て
こ
れ
を
論
ず
る
こ

但

と
は
で
き
な
い

。
本
書
は

、
仏
教

、
回
教

、
そ
の
他

鴎

諸
宗
派
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
社
会
や
政
治
に
ど
の

国

よ
う
に
か
か
わ
り
、

そ
の
政
治
・

経
済
の
発
展
に
い

本

か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
各
国
別
に
詳
細

目

に
分
析・
論
述
す
る 。

A
五
判・
一
五
O
O
円

ミ

お一MN円円。snw
遣
呂
、～
s
な
E－
同坦
∞－
司庁内
ヨr
q・
5斗印）。

（
3）

出白円〈
3、
ω
gr
＝
5・
。、・
2h
：

（4）
前
掲
「
最
近
の
イ
ン
ド

シ

ナ
情
勢
に
つ
い
て」 。

（5）
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、

拙
著
『
中
国

を

み
つ

め

て

l｜
訟
の
香
港
通

信
｜｜』

（
文
義
春
私

、

一
九
七一
年）
の
な

か

の
「カ

ンボ

ジ

ア

人
の里山

い
憎
悪
そ

し

て

『
中
国
の
影』」

、

参
照 。

（6）
前
掲
「
最
近
の
イ
ン
ド

シ

ナ
情
勢
に
つ
い
て」 。

む

す

ぴ

こ

れ
ま

で
の

検討で
明

らか

な

よ

う

に

、

イ

ン

ド

シ

ナ戦

後

の

ア
ジ

ア

情勢

の

新

た

な
流

動化

の

な

か

で
進行
す

る
中ソ

対

立

に
直面し

て

、

イ

ン

ド

シ

ナ情勢

の

将
来 には

、

ま

だ

ま

だ
数
多く

の

不
確
定

要

因

が
存

在

し

て

い

る

。

そ

う

し
た

状況
に

お

い

て

）
当
面

、

北
京と
ハ
ノ

イ

と
の

間
際

、

北
京と

プ

ノ

ン
ベ

ン

と
の

（
1
）
 

連

携

、

ソ

連

と
ハ
ノ

イ

と
の

提
携

が

目
立

つ
が

、

だ

か
ら

と
い

って

、

「モ

ス
ク

ワ

日ハ
ノ

イ

、

北
京H

プ

ノ

ン
ベ

ン

と組
んで

イ

ン

ド
シ

ナ

半
島で

国際

ダ

ブ

ル

い

う

ま

で

も

な

く

、

た

と

えば

マ
レ
ー

シ
ア
の

ラ
ザ

グ
首

相

は

六

月

一
一

二

目

、

中

国に
た

いし

て

抗議し
た旨の

発言を

統

一

マ

ラ
ヤ

国
民

組

織
（

U

M

NO

〉

の

総会
で行
な

っ

た

。

た

し

か
に

、

イ

ン

ド

シナ情勢

の

急変以降

、

マ

ラ
ヤ

共

産
党

の

活
動
は激

化

し

て

お
り

、

タ

イ

国

境

に

近

い

ケ
ダl州

では

、

私自
身

が

滞在

し

て

い
た

九

月

一五

日
に

、

バ

タl
ワ
Iス

、

プ

キ

ト・メ

ルタ

ジ

ャ
ム

、

ニ
ボ

ン

・

テ
バ

ル

の

三

県

が

新

た

に

戒

厳

令
地域

と
な

り

、

ベ

ラ

州

の

イ

ポ

周辺

でも

連

日

ゲ
リ

ラ

活

動
が

目
立

って

い
た

。

こ

う

し
た

ゲリ

ラ

活
動

の再

激

化
が中国

の

対
外政

策
と

い

か

な

る

関係

があ
る
か

に

つ

い

て

は

、

さ

ら

に

さ

ま

ざ

ま

な

角

度

か
ら

の

検討

を

要

し

よ

う

が

、

伝

え

られる

と

こ
ろ

に
よ

る

と

、

去

る

四月
三

日付

『

解放
軍

報

』

には

「J

硬打
越束

、

軟化緬寮

、

包閤泰

園

、

直

下馬
来

（ヴ

ェ

ト
ナ
ム

、

カ
ソ
ボ

ジ

ア

は

強
打

し

、

ピル

マ

、
ラオ
ス

は

や

わ

ら

か

く

し

め
あげ

、

タイ
を

包

閲

し

て

、

マ
レ

ー

シア

に
ど

っ
と

出
るご

と
の

戦

略

が
一ム
ハ

文
字

で

表
現

さ

《 巻Fがシ｛宇協を九でぎ本 ,, 本日
A と7を議あ年あ 、資 、 国
5 とらお経会つ七る現料 ン際
判 もれよ．て設か月。代集

、 る び ス 償 い 玉 喜＇ ：， は 冒p事 問

k イまンカ以 、日 Jィ
題

� ンでン ノレ 降 下， のは ド 、 官一7一t 

七 ドのガ／ の巻「ー ネド ネ 申
ー ネ期ポ体スに四九シネ干 7ー'i. 

ベ シllfl I ffi\Jカ お五四7、 、 P灯

I 7にルにノレい年五にァ 〉／
ジ 概 っと移ロ ／ て まー 年関関 イ

． 史いの体いす係 アン
下 ・て関係し市

確
l ー へ 月る機 ド

六 h主試T料資、 ー、 品ル復
帰

の百μ 主
要

資
悶円 �、�壬h、ずT � ー

八 正九立五の
五 巻をの化常ムハの九，コ 研

、ノ

ベ 時年1: ／、料究学｝ア
I 

末収実七期七関ンを団 音R
ジに？現fか月すチ蒐体 会

付のらこるヤ集の集編
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τ てなめ＝九日統ラ宿面 ／ 
g � Zの������的上播

国内 、ー暫
定
止」し協 里

0 ・な マO Fかたカ ・ 枝
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上置l：事で五の仰 修�



（
5
）
 

れ

て
い

る

と
い
わ

れ

、

ま

た

、

去

る

五

月

に
天
津で 行
な
わ

れ

た

喬冠
華
外交
部

長

の

非
公
開
演
説

の

な
かには

、

「一フザ
ク

、

リ・クア
γユ
l

、

スハ
ル
ト

、

マ
ルコ
ス
な
どは
ブ
ル
ジョア
ジ
ー

、

大

地

主

の

代理
人で

あ
り 、

お

そ
か

れ

は

（
6
）
 

や
か

れ
歴
史

の

ゴ
ミ

タ

メ
に
すて

られ

て
し

ま

う

結
末に
い
た

る

だ

ろ

う

」と
い

う

一
節

があ
っ
て

、

中

国

の

当
面

の

政

策

の

一
端

を
露
呈
し
て
い

る

よ

う

に
も恩

わ

れ
る

。
一
見

、

「
国
家
外交」
か

ら

「
革
命
外交」
へ
の

転
換と
も
思わ

れ
る

中

国

の

最
近

の

ア
ジア
政

策
は

、

はた

して
中
国

の

外交
政

策

の

木
格
的な
転
換

な

の

かど

う

か

、

し
ば

ら

く
状
況

を
見ね

ばな

ら

な
い

が

、

中
国と
しては

、

東

南ア
ジア
の

武
装
革
命
勢力に
た

いす

る

ハ
ノ

イ

の

影
響
力

の

拡
大
傾
向へ
の

対

抗
上 、
少な
くと
も
「
戸

の

支
援」
（〈RZ－
ω
毛
吉見）
だ
けは
早

急

に
再
開

せざ

るを
得な
かっ
たの

では
な
か

ろ

う

か 。
同
時に

、

最
近

の

『
水
滞

伝

』
批

判に
も
合
意
さ

れ

て
い

る

よ

う

に

、

イ

ン

ドシ

ナ戦

後

の

対
外政

策
を
含
む一

連

の

問題

を

め
ぐ
り

、

中

国

の

内
政
問
題
もか

ら

ん
だ
路
線
闘
争

が
潜
在し
て
いる

ことは
疑

え
な
い。
ハ
ノ

イ

の

勝
利は

、

東
南ア
ジア
の

革
命
勢力にと
っ
て 、

い

ま

や
中

国以上

の

存
在と
して

の

ハ
ノ

イ

の

n
強さμ

を
実
感させ
た

こ
とは

事
実で

あ
り

、

そ

の

ハ
ノ

イ

と
太
いパ

イ

プ
で
結ぼ

れ

て
い

る

ソ

連

の

行
動

を
中

国は
今
後と
も激
し
く
糾弾し

つ

守

つ

け

る

で

あ
ろ

う

。

こ

う

して

イ

ン

ドシ

ナ

を

め
ぐ

る

中ソ

対
立は

、

ア
ジア
の

国
際

関係

の

一

つ

の

重

要

な
焦
点にな

ろ

う

と

して
い

る

。
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（1）
な
お

、

私
自
身
の
バ
ン
コ
ク
で
の
事
情
聴
取
調
査
に
よ
ると、

ラオ

ス

に

か

ん

し

て

は
、

去
る
七
月
以
来

、

ソ
連
の
要
員
が
大
量
に
入 っ

て
お
り
、

と

く

に

ピ
エ
ン
チ
ャ
ン
に

はソ
述
人
の
数
が
急
増

し

て
い
る
ほ

か

、

メ
コソ

川
の
哨
戒
に
ソ
速
船
が
走
る
な

ど

、
ソ
連
の
進出
が
目
ざ
ま

し

い
よ
う
で

あ

る。

i、
昭和四三
年
九
月
三
日
第三
種郵便物認可

MONDA I KOKUSAI THE 

� 
昭和五
O
年一
O
月
一
日発行（毎
月一
回一
日発行）

��.�8� 10月

宅見阪
ラれがお国ソ

祭宕ン て作の 々連
ドき用独が圏をたし自現時

取東ての ま
り欧い政のた上諸国る治国は フげ 。的際情 東、 か本書 ・ 欧 ン合最面的多 ら、は社会勢の諸国 ドと 、的中と

研なく従
来

・ でい の喜咽析分
を

個
に

き文化示すてつ 政別的
わ的動も

力日 めまき ；・よ口ー 価定II えなてたのそ
ー た対象概括

は
景背れーも 歴 ら と杢のと的史にを 一

ハでしに的は構成 社5べあて捉なよ る ポ え

要

おす 三P孟L玄 円0 〉 。lら因のる

一
九
七
五
年
八
月
号 。

（2）
池
井
俊
「
中
ソ

は

ど
う出
る

か

」
『
諸
君
／』

（
3）
同ω同〈
ミ
ωHon－内
ヨロ唱
。も・
円な・

（4）
「い

わ

ゆ
る

n
真
空
L と

い
う

表
現
は
、

中
国
自
身
の
表
現
で
も

あ

る。

任
谷
平
「
前
門
拒
狼
后
門
防
虎」
『
人
民
日
報』
一
九
七
五
年
七
月
二
九

日
、

参
照 。

（5）
「
中
共
の
東
南
ア
政
策」
『
綜
研
速
報』
昭
和
五
O
年
六
月一
日
号 。

（6）
「
喬
冠
筆
外
交
部
長
の
当
面
の
世
界
情
勢

、

対
外
政
策
に
関
す
る
談
話

｜｜五
月
二
十
日

、

天
津
市
各
部
門
幹
部へ
の
｜｜l」

八

タイ

プ
印
刷・
未

公
開
資
料
〉 。

神谷不二
真保潤一郎
中嶋嶺雄

層重月表

1�.点／終結したインドシナ戦争
「激 動」 と 「転 換」？
インドシす戦智〕
イン ド シナをめくる中ゾ対立

国童文献・資料月報

財団法人 日本国際問題研究所

層重文献紹介
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